
（別紙３）

〜 令和 8年 ３⽉ 20⽇

（対象者数） 26 （回答者数） 25

〜 令和 8年 ３⽉ ２0⽇

（対象者数） 11 （回答者数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個々の活動になりがちなので、グループ活動を常に意識し
実⾏につなげていきたい。集団に⾄らなくても並⾏遊びに
なるように取り組む。先⽣に対してだけでなくお友だち同
⼠のつながりが深まるように取り組む。

2

新しい⾮常勤の先⽣⽅にも情報共有ができるように研修を
続けていきたい。新しく⼊職する職員も信頼関係が築ける
よう研修や経験を積ませていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

個々の活動になりがちなので、集団活動を常に意識し実⾏
につなげていきたい。集団に⾄らなくても並⾏遊びになる
ように取り組む。

2

外出イベントを増やし、集団活動の機会を増やしたい。満
⾜度を上げたい。体験学習を増やしたい。⼩規模イベント
の回数を増やしていく。

3

○事業所名 放課後等デイサービス ジョイ・キッズ

○保護者評価実施期間 令和 8年 2⽉20⽇

○保護者評価有効回答数

令和 8年 ３⽉１⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和 8年 ３⽉3１⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

個々の性格や特性に合わせて個別の対応が多く個々の活動に
なりがちなので、グループ活動の機会が少ない。

個々の性格や特性に合わせて個別の対応が多く個々の活動に
なりがちなので、グループ活動の機会が少ない。体を動かす
遊活動や製作活動において、個々の特性に応じて対応するた
め結果的に個々の活動になりやすい。

企画⼒の不⾜から外出イベントや教室内のイベントが少な
く、盛⼤ではない。

ネット検索などで調べているが、児童の特性を考えると当事
業所で⾏えるイベントは限られてきてしまう。外出先が限ら
れてしまう。

各職員、児童を思う気持ちが強く少しでも保護者様や児童の
役に⽴ちたいという思いがある。

取り組みを⾏うときは、最終的に、児童に⾃⼰選択してもら
うよう⼼掛けている。取り組みの写真を保護者様に送り情報
や体験を共有できるようにしている。

勤務経験の⻑い職員が多いので、児童や保護者との信頼関係
が築かれている。

勤務経験の⻑い職員が多いため、てんかんなどの発作をもっ
ている児童が多いため、発作時に対する対応や報告が安⼼安
全に⾏えている。取り組みの写真を保護者様に送り情報や体
験を共有できるようにしている。アレルギーや⾷形態などの
把握や情報の共有ができているので安⼼安全におやつや⾷事
の提供ができている。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


